
北 海 道 ス ミ レ 集 覧

千歳市  五 十嵐 博

はじめに

北海道にはいったい何種のスミレがあるのかを調べだしてから早いもので 10年程の年

月が経ってしまった。恩師である原松次先生からの独立を考え出して、手始めに春亦直物の

スケッチを描くことからスター トしたのは 1992年春からで、その中でもスミレを最初に描

いてみたのが私のスミレ狂いの始まりであった。1992年秋に北海道スミレ情報センターを

開設し「スミレニュース」を6号 まで出したが情報が余り集まらなくなったのでスミレ以

外の全ての植物を対象にしようと考えて、北海道野生植物研究所に変更したのが 1997年で

ある。スミレニュース6号 (1994)で北海道スミレロ録を作成してみたが未確認も多く、

問題″点もあったためにその後は 1種 ごとの北海道分布を北海道野生植物研究所報告誌上な

どで発表してきた。今回は現在までの調査結果を整理して北海道のスミレロ録として報告

するが2005年に「北海道のスミレ」を出版したいと考えているので当集覧はそのための予

報である。

日本におけるスミレ本斗の総数

日本全体のスミレ科の総数報告 としては前川・橋本 (1963)が 56種 、 5亜 種、20変 種、

96品種 (28雑種)の 177分類群を整理 し報告 している。この前に前川は原寛の日本種子植

物集覧のスミレ科を担当している。

その後、井波 (1966)、橋本 (1967)、前川 ・橋本 (1968)、浜 (1975)、概山 (1982)な

どでは約 50種、いが り (1996)で は約 150種 (変種 ・品種含み)、Akiyama et all(1999)

では55種が日本における総数 として掲載されている。

北海道におけるスミレ科の総数

北海道では土田 (1990)が 28種 1亜 種 8変 種 32品 種 13雑種を報告 している。伊藤ほか

(1994)では 36種 9変 種 33品 種が掲載されているが、この中でタチスミレは小縛博物館の

標本を確認したところシロバナスミレであり道内には分布 しないことが確認された。また、

フチゲオオバキスミレ、ケマルバスミレなどが未掲載である。

五十嵐 (1994)では 93分 類群を整理 したが未完成であったので今回、学名は Aktyama

et】1(1999)を基本 とし (一部は変更)以 下の北海道のスミレ集覧を作成した。記載の順

はNo.和名 (別名):学 名。初出論文名 :具名。Hab.:確 認支庁名。変種、品種の学名と、
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主な特徴などを整FT_した。この集覧には問題″点も残されているので今後の課題は多い。

北海道スミレ集覧

ol.ェ ゾノタチッボスミレ (イヌスミレ)i子/ブθ脇

Hab.:波 鳥 ・補山 ・後志 ・胆振 。日高 ・石狩 ・

〕|1路・根生

・全道に分布するが十勝などが主な分布域である。ri花品梅、無毛品種と分ける場合が

あるの筆者は白花品種は各地で確認しているが無毛品種は見ていない。

011. シロバナエゾノタチツボスミレ :f.αttα Moriya Sugimoto,Keys Harb.Pl,Japt

l i 346(1965).

Hab.:月 it振 ・日高 ・石「狩 ・網走 ・

01-2.ケ ナシエゾノタチツボス ミレ

140(1966).

Hab.:詳 細巧く明

02.ジ ンヨウキスミレ :予々 θtt α〃zic″ヵ′筋 Nakalin Bot.Mag.Tokyo 36:32,(1922).

Hab.:余 市山系 ・大者山系 ・北見山系

03,キ バナ ノコマノツメ !1降θ筋 み夕て,7“L.,Sp,Pl.ed.1,21936(1753),

IIab.:狩 場山系 ・後志 (fli電)・余市山系 ・日高山系 ・夕張山系 ,大雪山系 ・北児||」系 ・

宗谷 (ポロヌブ リ山 ・利尻島 ・礼文島)・阿寒山系

・ジンヨウキスミレ、キバナノコマノツメの 2梅 は高山分布型であるが、キバナノコマ

ノツメは渓流沿いなどでも確認され、やや低標高でも確認されるの

04. ウ スノヾスミレ ! ル々θtt b筋″冴ルタ177を於 Nakal in Bull.Soc.Bot.France 72 i 192(1925).

H a b . :後 志 ・胆振 。日高 ・石狩 ・空知 。■1川・宗谷 ・綱走 ・釧1路

041 .チ シマウスバスミレ (ケウスバスミレ)i v a r .ク″′θSα H. H a r a  i l l」ou r n . F a c t  S c i `

Univ.Tokyo sect.3, :85(1952);手 /1″θ筋 乃%″θ%″ W.Becker ill Arkt Bot.22A(3)i

4(1928).ケウスバス ミレ (Mttabe et Tate、vakl 1934).

Hab.:十 勝 ・釧路 ・根室 ・知床山系 ・空知 ?

・ウスバスミレは亜高山などに生育 し、チシマウスバスミレはキに道束の湿原などが分

布域である。チシマウスバスミレは 陀r,Fr7ん″′ル″″とする考え方 もある。

05,オ オノヾキスミレ :予々 θ′αわれ″為ナク″筋ル (Franch.et Savat.)Vヽ.Bccker in Beih.Bot,

Centralbl.Abt.2,341265(1916).var.b″υ於ナルど筋筋

Hab.:渡 島 ?・補山 ・後志 ・胆振 ?・ 日高 ・空知 ・上川 ・留萌 ・十勝

・オオバキスミレの仲間は細分されており、学名にやや問題のあるグループである。生

態でも問題点が残されており、 ミヤマキスミレとオオバキスミレは輪生か互生で分け

αご2ど夕,2ブ″αtt Ledeb.Fl.Ross`I,252(1842)

空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・制走 ・十勝 ,

十勝 ・釧路 ・根=

:f.g筋う2/ガ物α(II.Hara)Kitam.111.Violets Jap.|
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Jヒ方山申120(2()03)

るが連続する例が確認さ才している。フチゲオオバキスミレの名前もふさわしくない。

道北のオオバキスミレは実縁に毛がある。フチゲオオバキスミレの形態は単生し、啓

時に花弁裏が赤茶色になることが特徴で大平洋側分布型である。

051.ミヤマキスミレ i var.αご%′″′?αrrF Nakat in Boto Mag.Tokyo 42 i 557(1928).

Hab.:渡島 ・補山 ・空知 。上川

052.フチゲオォバキスミレ :f.ごグ′筋滋 (M.Kikuchi)F.Mack.in Hara,Enum.Sperm

Jap.3:198(1954).i var.び〃筋ナαM.Kikuchiin Ann.Rep.Fac.Lib.Art.Coll.Iwate

li 79(1950).

Hab.:渡島 ・胆振 ・石狩

053.フ ギレオオバキスミレ i var.筋びんあlirFrrr(H.Boiss.)ヽV.Becker in Beih.Bot.

Centralbl.Abt.2,34:266(1916).

Hab.:渡島 ・楠山 ・後志 ・胆振 ・イf狩 '空知 ・留競

05-4.シロバナフギレオオバキスミレ i var,′αびわ2ゲαtt αめダθttP

Hab.:(石 狩――新聞報道のみ)

055`エ ゾキスミレ (イチゲスミレ)i subsp.″ 滋沈α夕2α(Nal(ai)S.恥
「
atan.in Acta

Phytotax.Geobot.19(1):27(1961).

Hab.:日高山系 ・夕張山系 ・天塩山系

056.シソバキスミレi var.ご%ぶもわ′″α(Koldz.)F.Maek.[ill H.Hara,Enum,Sperm.

」ap.3i224(1954),as syn.]ex S.Akiyama,H.Ohba et Tabudli,comb.1lov.

;防θ筋メ2rあα/ガα%α Nakalin Bot.WIag.Tol(yo 36 i 31,(53),(88)(1922).

H a b . i夕張山系 (ク張岳)

057.コバナエゾキスミレ if.少α/υ4/‐rθtt s.、vatan.11l Acta Phytotax Geobot.19(1):

23-9〔1961).

Hab,i大雪山系

058.ケエゾキスミレ :var.が′筋筋 (Nakai)S. Vヽ atan.in Acta Phytotax.Geobot.19

(1)i28(1961).

.i var.メビzθα″α TOyok.[Alp.Fl.」 ap.i320(1988),nom.nud.]ex H.Nakai,H.

Igarashi&H.Ohashi in J.Jap.Bot.71(6)356-357(1996),

H a b . :日高山系 ・夕張山系

059. トカチキスミレ if.gFr F b夕密S. Vヽ a t a n . i n  A c t a  P h y t o t a x . G e o b o t . 1 9 ( 1 ) i 2 8 ( 1 9 6 1 ) ,

H a b . :日高山系 ・夕張山系 。大雪山系

0510。フギレキスミレ :var.″%び於α(S.Wat a n . ) F . A / 1 a e k t  e t  H a s h i m ` i n」.Jap. B o t . 4 3

(6)i161(1968).

H a b . !夕張山系 (声別岳)
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06.エ ゾタカネスミレ :路θ筋 ご/assa MakinO var.あθ″s′為(H.Takahashi)T.Shimizu

in New.Alp.Fl.Jap.Col.1,183,312(1982).

Hab.:日 高山系 ・後志 (羊蹄山)・夕張山系 ・大雪山系               11.

・北海道のタカネスミレは高橋 (1974)によリエゾタカネスミレと変更された。     l

07.イ ソスミレ (セナ ミスミレ):予々 θtt gttνガFranch.et SavatⅢ Enum.Pl.Jap.2:288

(1878).;ル/1″θtt s2%α物ガ物SたNakalin J.Jap.Bot.15:405(1939)。             12.

Hab.:渡 島 ・精山 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・911路

・イソスミレは海岸の減少にともない分布域が隔離されだしている。

08.タ チツボスミレ :手々 θ筋 どりっθびビ紹SA.Gray in Narr,Perry's Jap.Exped.2:308  ]

(1856).

Hab.i渡 島 ・精山 ・後志 ・胆振 ・

911路・根室

・タチツボスミレの仲間は花色、葉色などで多くの変梅、品種に分け,Dれている。タチ

ツボスミレとケタチツボレスミレはある場所では混生または学生し、分布特性の把据  I

が現状では不明である。                            12-

08-1.シロバナタチツボスミレ if.クルタθtt MakinO in Bot.Mag.Tokyo 26:152(1912),

Hab.:渡 島                                  I

08-2.ケオトメスミレ if.んビ物ゲ′物び夕HOnda in Bot.Mag.Tokyo 55:202(1941).  13.

Hab.:渡 島 ・石狩

08-3. シロバナケタチツボスミレ if.アタ%びα%ナんαH.Hara in Bot.Mag.Tokyo 50:301

日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・

12-

(1936).

Hab.:日 高

08-4.オ トメスミレ if.クタつ%解〃θびαたα匂ル (MakinO)Hiyama ex Fo Maek.in H.

Enumo Sperm.Jap.3:202(1954).

Hab.:石 狩

08-5.ケ タチツボスミレ i var.ク%bgsびク%S Nakaiin Bot Mag.Tokyo 36 i(55)et(8朝 15.

(1922).

Hab.:渡 島 ・糖山 ・後志 ・胆振 。日高 ・石狩 。空知 ・留萌 ・網走 ・十勝 ・釧1路     I

09. サ クラスミレ !ル々 θ筋ん″秒σs S,Moore in Journ,Linno Soc.17:379,t.16,f.6(1879)

Hab,:渡 島 ・胆振 。日高 ・石狩 ・上川 ・十勝 ・網走 ・釧1路・根室

・サ クラスミレの分布形態は大平洋型分布 と思われるが一部が内陸に入っている。

10.ア オイスミレ :7わ 筋 んθ%〃θ夕%sなW.Becker et H.Boiss.in Bull.Herb.Boisso serl 15-

2,8:739(1908).

Hab.:渡 島 ・櫓山 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・網走 ・十勝 ・釧路 ・根室  I

I

Hara,  14.

I
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北方山草 20(2003)

・エゾノアオイス ミレ、ケマルバス ミレなどとの誤同定問題 も残 さll_ているが現時点で

は留萌、宗谷支庁以外の比較的低地での確認が 目立つ梅である。

11. コスミレ :レ子″θ筋た秒θ%ゲびα Langsd.ex Ging.11l DC.,Prodr.1:295(1824).

Hab`i渡島

・コスミレは函館市周辺のみの確認である。

1 2 .オオバタチツボスミレ :予/1″θ筋 ′α綻姿冴θタブFis c h . s u b s p . Mびんα″%2夕2s港

Beih.Bot.Centralbl.Abt。2,34:253(1916).

;レ子″θ筋拷α777なび力αι力′θ%″物 W.Becker et Hulten in Ark.BOt.22A(3)

Hab.:渡 島 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 。上川 '留萌 ・宗谷 ・綱走 ・

根室

・オオバタチツボスミレは道東、道北などの湿地などに主分布がある。

12- 1 .タカネタチツボスミレ :va r .夕α/υ夕θ紹 (Re g e l ) T a t e w . i n  B u l l . B l o g e o g r e  S o c .

」ap.4 :283(1934).

Hab,:後志 (ニセコ ?),夕 張山系 ・知床山系

12-2.ケオオバタチツボスミレ i var.ク物う2sご夕%S帥生iyabe et Tatew.in Transo SapporO

Nat,Hist.Soc.15i206(1938).

Hab.:詳細不明

13.ケマルバス ミレ (マルバ ス ミレ):ル /物筋 拷冴s乃冴 P雌iqⅢ Ann.Must Bot.Lugd.― Bat.

2:153(1865).

;陀 θ′α σ々為んタガMiq.var.θ んをrあθガMakino in Bot.hIIag.Tokyo 16:133(1902).

Hab.:】旦振 ・ 日高 ・J胡棒

・無毛タイプは稀なのでマルバスミレと呼ぶ場合 もある。 日高を中心に分布する。

14.シレトコスミレ :レそ″θ筋 力所筋物筋%α Nakatin Bot,MIag.Tokyo 42:564(1928).

Hab.:知床山系

・知床にのみ分布する固有種である。

15。オオタチツボスミレ :予/7θFrrんど岡72θα%α Makino in Bot.M脇g.Tokyo 26!173,242

( 1 9 1 2 )。

Hab,i渡島 ・櫓山 ・後志 ・胆振 `日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・

釧1路・根室

。オオタチツボスミレの仲間では 5品種が報告されている。筆者はヒダカタチツボスミ

レに関しては未確認である。

15-1.ヒダカタチツボスミレ :f.あ″冴びαたα紹ル (H.Hara)F.Maek.in H.Hara,Enum.

Sperm.Jap.3:206(1954).

Hab.! 日高

W.Becker in

i6(1928).

十勝 ・釧1路・
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152.ケ オオタチツボスミレ :f.ク′どうと)Sびビ″s(Nakai)Mizushinla ill Sci.Res.Ozegaharai

450(1954).

Hab,:渡 島 ・精山 ・後志 ・胆振 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・鋤‖路 ・根杢

153.シ ロバナオォタチツボスミレ if.α′bα A/1asamune

Hab.:渡 島 ・石狩 ・留萌

15-4.モ モイロオオタチツボスミレ :f./θsσα Nagasawa

Hab.十 卜丹券

155.サ クライロオオタチツボスミレ i ft錫殉sαα H.Igarashi ill J.」ap.Bot.75(3):

186-187(2000).

Hab.i本命山

16. スミレ : 手々θ筋 777r‐r%〃s/27夕づびαW.Becker in Bot.Jahrb.Syst.54, Beibl.120i179

( 1 9 1 7 ) .

Hab.:波 島 ・補|||・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・卜勝 ・

釧路 ・根空

・スミレは多くのな種 ・品種が報告されているが毛の有無で分ける考え方は連続性の観

A【から近年は否定さ才Lて いる。

161.ケ スミレ if.ごグ′ブα協 (Nakal)F.Maek.in H.Hara,Enumo Sperm Jap.3:207

(1954).

Hab.:日 高 ・上川 ・十勝

162.ケ ナシスミレ if.g筋あ切(Nakal)Hiyama in litt.ex Fo Maek.in H.Hara,Enum・

Spernl」ap,3i208(1954).

Hab.:楠 山 (奥尻烏)・宗谷 (利尻島)十 1勝`

163.ア ナマスミレ i var.び紹ssα TateW.,Rebun to shokubutstl gaisetsu t 12(1934).

;f.び′竹ssα(Tatew.)Fo Maek.in H.Hara,Enum.Spernl Jap.3:208(1954).

Hab.i宗 谷 (礼文島)。角l床山系 ?

164.シ ロバナアナマスミレ if.α筋材θ紹?

Hab.:宗 谷 (礼文鳥)

16-5, ホ ロムイスミレ if.んθフ匂物クル%stt Suginloto

Hab.:空 安11

166.シ ロガネスミレ if.んαs雀影比,αビHiyanla

Hab.:評 孫FI不明

17.イ ブキスミレ :7わ ′α772ガ紹わグ′港 L.varo s材牝「物う紹 Ledeb.)Fl.Ross,1:251(1842).

Hab.!日 高

・日高にのみ (国内北限)分 布する。
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北方山■ 20( 2 0 0 3 )

18.ニオイタチツボスミレ iγわFrr θ所″ざα(Mal(11lo)MakinO in Bot,Mag.Tokyo 26:

151(1912).

Hab.i渡 島 ・補山 (奥尻島)・胆振 ?

・道南などに分布することが幸R告されているが形態がケタチツボスミレに近い1団体が日

立ち本州に見られるような濃紫花は今のところ見かけない。

19. シロスミレ (ンロバナスミレ)iレ1″θ筋 クα″ガ″″DC.ex Ging.in DC.,I)rodr.1!293

(1824).

Hab,i渡島 ・後志 ・胆振 ・石狩 ・空知 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・釧路 ・根空

・湿生地を好み海岸草原などでも見かける。 1品 種が報告されている。

19-1. トヨコロスミレ if.rrpllθヵθ夕υσ%Stt Ko.Ito

Hab,:十勝

20。アカネスミレ :予々 θ勉 クカβ脇ご″てαつβ Maxim,in Bull,Acad,Illlp.Sci.St.―Petersb.

231318(1877);in酌生el.Blol.9:726(1877).

・サクラスミレ同様に大=r洋型の分布形質を持つと思われる。 2品 種が報告されている

が無毛タイプのオカスミレは未確認である。

Hab.:渡島 ・補山 ・胆振 。FJ高・石狩 ・空知 ・上川 ・宗谷 ・制走 ・十勝 ・釧路 ・根室

201.オ カスミレ if.g′αみビ〃″772αいV.Becker)F.h/1aek.in Hara,Enum`Sperm.Jap.3!

213(1954).

Hab.i胆 振 ・石狩

20-2.ウスアカネスミレ i ftクα〃σSび272s(Nakal)単 笹.Nagast ex F.Maek.

Hab.:渡 島 ・網走

21.タニマスミレ (オクヤマスミレ):略 θ′αγの物s Turcz.in Bull.Soc.Nat.Moscou

ll:88(1838)。

;防θ筋 の秒S〃θブブ2s A.Love et D.Love in Bot.Not.128(4)i516(1975).

Hab.:後 志 ・胆振 。日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・湘]走 ・十
一
勝

・高山などの湿地に生育する。

22.アケボノスミレ :ル々 θ筋 殉ss″Hemsley ex Forbes et Hemsley lll J.Soc.Bot.23:

54(1886).

Hab.1渡 島 ・胆振 ・日高 ・Tl‐狩 ・空知

・各地で報告されているが函館でしか見ていない。

23.ナガハシスミレ (テングスミレ):予/物FrF 7匂Sナ紹筋Pursh.var.ブ″θ夕?ブごβいV.Becker et

H.Boiss.)Ohwi[Fl.Jap.:794(1953),comb.nud.]in.Bull.Natt Sci.A/1us.Tokyo

no.33:80(1953).

Hab.!渡島 ・補山 ・後志 ・胆振 ・石狩 ・労〔谷



・日本海型であり、精山や後志 (小樽)な どでは個体数 も多い。浜頓別町、枝幸町など

の宗谷支庁にも生育している。

231.シ ラユキナガハシスミレ if.αわθ″θtt Y.Ueno in J.Jap.Bot.57:318(1982).

Hab.:7恰山

24 .ア イヌタチツボス ミレ i予/7θtt  sαびびんα″夕2ビ%s t t  H . B O i s s . i n  B u l l . S o c . B o t . F r a n c e

5 7 i 1 8 8 ( 1 9 1 0 ) .

Hab.:渡 島 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・夕‖路 ・

根主

・道央では低山の岩場などに生育するが道束では海岸部でも確認される。

241.シ ロバナアイヌタチツボスミレ if.び″θ%α%ナんαin Hama(1993)P

Hab.:石 狩 。上サ||

242.ア ポイタチツボス ミレ i vart α秒ゲ%αH.Hara in Bot.Mag.Tokyo 50 i 303(1936).

Hab.:後 志 ・胆振 。日高 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・十勝

243.シ ロバナアポイタチツボスミレ if.冴あαα″ %αin Hama(1993)P

Hab.:日 高

244.イ ワマタチツボスミレ i var.物秒α力冴 (Nakal)Ohwi,Fl.」ap.ed.1:75(1953).

Hab.:網 走 ?

。本種は疑問であるが掲載 した。

25. ミヤマスミレ :予/物筋 sθ挽ブカ″Pursh ex Goldiee in Edinb.Phil.Journ.6i319(1822).

Hab.:渡 島 ・精山 。後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・

911路・根室

・花色には変化が多いが白花、フイリ以外は分けていない。

251.シ ロミヤマスミレ (シロバナ ミヤマスミレ)if.冴みQ〃θ紹 (Nakal)F.Maek.in H[

Hara,Enum.Sperm.Jap.3:217(1954).if.ル タィ錫%滋α Hashim.,HashimOto,Violets

」ap.!19 index(1967).

Hab.:後 志 ・石狩 ・空知 ・宗谷 ・根室

252.フ イリミヤマスミレ i var.υの 筋 Nakal in Bot.Mag.TOkyo 36 i 37 et(5釧

(1922).

;f.2,α7・li窪打α筋 (Nakai)F.Maek.in H.Hara,Enum.Sperm.Jap.3:217(1954).

Hab.:渡 島 ・精山 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷 ・網走 ・十勝 ・

911路

・品種にされることが多いが、豊国 (1988)に従い変種 とする。

253.ハ ダカ ミヤマス ミレ i ft s′″猪勉あ″ (Wa Becker)Mizushima in」ourn.Bot.27:144

(1952).

27

27

27

27

28

28
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Hab.:詳 細不明

。この変種報告があるが分ける必要性は感 じない。

26.エゾノアオイスミレ (マルバケスミレ):ル/物カ ルsんグθ2%sな Miyabe et Tatew.in

Trans,Sapporo Nat.Hist.SOc.14!187(1936)., 71iθ 筋 びθ〃ガ%α Bess,catal.HOrt.

Cremeneci!151(1816).

Hab.:渡 島 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・留萌 。宗谷 ・網走 ・十勝 ・911路
・蛇紋岩地帯で目立っていたが他の地域でも最近確認が続いてお り分布は検討中である。

26-1.シ ロバナテシオスミレ :f.α′挽〃θtt Tatew.ex Miyabe et Tatew.in Trans.

SapporO Nat.Hist.Soc.14:187(1936)

Hab.:胆 振 ・上川

27.ヒナスミレ (アラゲス ミレ)i予 θ々施 ナθカカ2だん筋%α MakinO var.takedana(Makil10)

F.Maek.in H,Hara,Enum.Sperm.Jap.3:218(1954).

Hab.:渡 島 ・胆振 。日高 ・石狩 ・空知 ・上川 ・十勝 ・夕|1路

27-1.エゾヒナスミレ :f.α%sナ/リビzθtts為 (Kawano)F.Maek.et Hashim.in」 .Jap.Bot.

43(6):162(1968).

Hab.:胆 振 ・石狩

・ヒナスミレの小型タイプであるが栄養状態の悪い場所で見かける。

27-2.フィリヒナス ミレ if.υα″雀影筋 (Nakai)MakinO[111.Fl.Nippon i 313(1940),

comb,invalid.]ex F.Maek。 11l H.Hara,E1lumo Sperm.Jap。 3:219(1954).

i var.υα″雀算αtt Nakai in Bot.Mag.TOkyo 36 i 37,(59)(91)(1922).

H a b . :島渡 ・日高 ・石狩

27-3.シロバナヒナスミレ if.冴う夕θtt H.Igarashi P

Hab.!石狩

・花の終わり頃に白っぽくなる場合があるが 2002年純白品種を本会会員の高野秀樹氏の

案内で千歳市で確認した。

28.スミレサイシン :予々 θ筋 党暫グ%αル Maxim.

Hab.!渡島 ・精山 ・後志 ・胆振 。日高 ・石狩 ・空知 ・留萌 ・宗谷
・日本海型の多雪地帯分布タイプであるが枝幸町でも確認された。

28-1.シロバナスミレサイシン if.αアみ夕θtt Honda,Nom.Pl.Jap.ed.em.:389(1957).

Hab.i渡島・精山 ・後志 ・石狩

28-2.オトメスミレサイシン if.ク物れつ%″〃θびαたα夕切筋H.Igarashi in J.」apt Bot,75(3):

186(2000),

Hab.:渡島

・距が紫色で花弁が白色の品種。
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29.ツ ボスミレ (ニョイスミレ)iγ わFrr ttg椛び2r%冴″A.Gray,Bot,Jap.:382(1859).   Ha

Hab.:波 島 ・楠山 ・後志 ・胆振 ・日高 ・石狩 ・空知 。上川 '留萌
・宗谷 ・網走 ・十勝 ・釧 04.

路 ・根室                                    Ha

291.ア ギスミレ i var.sα777ガ′%%αれsA/1axim.in Bull.Acad.Illlp.Sci.St.一Petersb.23! 05. ‐

335(1877).                                             2

H a b . :渡 島 ・精山 ・後志 ・胆振 ・日高 ・■l‐狩 ・空知 ・上川 ・留萌 ・宗谷
・網走 ・十勝 ・ Ha

釧路 ・根室

・上記分布の中で一部はツボスミレとの誤同定を含む口r能性があり疑問である。

292.ム ラサキコマノツメ if.冴θFrrsびど%s Hiyama ex F.Maek.

Hab.:渡 島 ・後志 ・胆振 ・F]高・イf狩・上川 ・留萌 ・網走 ・|‐勝 ・夕|1路・根主

・淡紫色の品種は待地で見かける。

30.マ キノスミレ i予/7(ノ′てどび'(ジ′αびぜα Mal【11lo,111.Fl.」ap.1(11)it.67(1891).

Hab.:渡 烏

・函館在住の丸藤久平氏が道南で確認、現在検討中の種。

31. ヒカうがスミレ : I~liθ′″メgzθビタsデSA/1axilal.11l Bull.Acad.Inlp.Sci.St.一Potersb.23:

325(1877).

Hab.:渡 島 ・檎山 ・胆振 ・Ll高。十勝 ・釧路

・ヒカゲスミレは大平洋型の分布タイブである。葉が黒くなる品凝も確認。

311.ハ グロスミレ if.冴立θ′θ/(Nakal)Hiyama ex F.Maek.

Hab.:渡 島 ・日高

帰化凝 ・逸出穏::Naturalized species

現在までに以下に整理する5種 が道内には帰化または逸出している。アメリカスミレサ

イシン (パピリオナケア)は 濃紫花であるが、別品種では白花 (スノーホワイト、 スノー

プ リンセス)や 中′じヽが紫色の白花 (プリケアナ)、|′]地に紫色のIII:フ点 (フレックス)な どが

同芸柾で見られる。ニオイスミレも濃紫花以外に紅紫、クリーム色などが解:認されている

が現時点では古ll凝分けをしていない。 ノハラサンシキスミレは小型のパンジーをとりあえ

ず呼んでいるが別種が含まれている可能性がある。

01.エ オイスミレ :千々 θFrr θグθttrrr L.,Sp.Pl.:934(1753)。

Hab.:渡 島 ・石狩 ・空角|

02.キ クバスミレ (クワガタスミレ)iル/物肋夕α′物αtt L.,Sp.Pl.:933(1753).

Hab.!田 言考

03.ア メリカスミレサイシン (アメリカフキスミレ):yゎ 筋 sθ仰夕
′筋 Willd.,Ellum.Pl.|

72(1809).

参考】

Akiy

P

橋本社

浜栄】

浜栄f

原 j

五十抗

二十ナ

いが

伊藤i

メ

井波ヽ

菊池F

前川i

前川:

概山,

中井:

田測i

土田“
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Hab.i石狩 ・十勝 ・

04.ノハラサンシキス

Hab.:渡島 ・後志 ・

05.フイリゲンジスミ

240(1821).

Hab.:網走

網走

ミレ (サンシキスミレ)i路 θ′α

胆振 ・日高 ・■l‐狩 ・空知 ・上川

レ : レそ″θFrr ttα″軽訂αtt Fisch.ex

北方山車 20(2003)

ナγデびθ′θ/L.,Sp.Pl.:935(1753).

・留萌 ・宗谷 ・網走 ・釧路

Link,Enum.Hort.Berol.Alt.1!

(北海道野生植物研究所)
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